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      ３月 会長メモ  

   会長 青海 正 

                                                              

全国の校長会の皆様の中には、大きな節目である

定年を迎える方も多いと思います。これまでのご貢

献に感謝申し上げるとともに、益々のご健康、ご活

躍をお祈りいたします。副会長、理事、部長はじめ

幹事の皆様には、この一年間大変お世話になりあり

がとうございました。学校経営という本務を抱えな

がら全日中の各種業務にご尽力いただき、心より感

謝しています。お陰様で、無事年度末となりました。 

 

中教審デジタル教科書推進作業部会の中間まとめについて 

中教審の作業部会は２月 14 日、デジタル教科書を紙と同様に検定や無償配布の対象となる正式

な教科書として認める方向性が示され、各教育委員会が選択できるようにする方針が示されました。

そのことにより「紙だけ」や「デジタルだけ」に加えて「紙とデジタル」を組み合わせた形式も認

め、各教育委員会が使用する教科書を選ぶことができるようになります。これにより、教育現場で

の選択肢が広がることが期待されます。デジタル教科書の導入は、教育のデジタル化を進める一環

として検討されています。中教審の作業部会は、紙の教科書に加えてデジタル教科書を選択できる

ようにすることで、教育の多様化を図ることを目的としています。しかし、教員の指導力向上や教

育格差の拡大といった課題も指摘されており、これらの問題に対処するための検討が進められてい

ます。中教審の作業部会では、今年の秋頃を目途に、より具体的な方針を示すことにしていて、新

しい学習指導要領が実施される 2030 年度から新しい教科書の運用を始めたいとしています。あべ

文部科学大臣は、デジタル教科書の導入にあたり、全国一律の対応ではなく、現場の関係者が納得

感をもって主体的に取り組めるようにすることが重要であると２月 18 日の会見で述べました。ま

た、教員の指導力向上が極めて重要であり、今後も作業部会での検討を進めるとし、さらに、パブ

リックコメントを通じて、子供たちを含めたさまざまな声に耳を傾ける姿勢が示されました。 

 

中教審教育課程企画特別部会について 

先端技術の教育の充実や授業時間の短縮など学習指導要領の改訂に向けて、１月 30日、２月 17

日に開かれた特別部会で、本格的な議論が始まりました。12月の諮問では、生成 AIの発展などを

踏まえ、知識の集積だけでなく深い意味の理解を促す学びのあり方や、デジタル分野を含めた先端

技術の教育の充実、授業時間の短縮や子供たちの理解度に応じた授業の実現など柔軟な教育課程の

あり方などについて検討を求めています。出席した委員からは、子供が必要な資質や能力を身に付

けるためには「デジタルか紙か」という表面的な議論ではなくそれぞれのよさを生かすことが大切

ではないか、地域や学校ごとに指導体制が異なる中で、どこまで指導方法に裁量をもたせるかをし

っかりと考えるべきだといった意見などが出されました。中教審の特別部会は、今年の秋頃までに

方向性を整理したうえで個別の教科などについて具体的な議論を進めることにしています。そして

2026 年度中に答申をまとめ、2030 年度以降、小学校から順次、実施していく方針です。中学校現

場の状況を踏まえながら、私に課せられた役割を精一杯努めていきたいと思います。 

  

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/100/toushin/mext_00007.html
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全日中事務担当者会 

２月 14 日(金)、ホテル東京ガーデンパレスにおいて、全国の事務担当者会が開催さ                     

れ、来年度以降の関係会合をはじめ、第 76 回全日中香川大会、地区研究協議会・研究大会等につ

いての確認や協議が行われました。また、夕刻からは、恒例の情報交換会も開催されました。 

日頃から各都道府県の校長会を支えてくださっている事務局長・事務長・事務担当者の皆様に改

めて感謝申し上げる次第です。特に、各種調査依頼や機関誌・中学校の原稿につきましては、校長

会とのやりとりの窓口となっていただきありがとうございます。来年度も、引き続きよろしくお願

いいたします。 

 

全国中学校体育大会 

昨年の８月から開催されていた全国中学校体育大会が２月のスキー大会をもって終了しました。

夏季、冬季の大会を通じ、各種目の参加選手は、さすが各地区大会を勝ち抜いて全国大会に出場し

ているだけあって大変レベルの高いものでした。ミラノ・コルティナ 2026 冬季オリンピックやロ

サンゼルス 2028 夏季オリンピックで、この中から多くの選手が活躍してくれるものと期待を膨ら

ませております。 

私もバレーボール、駅伝、スケートなど、限られた競技ではありましたが、中学生の全国大会に

日本中体連会長として参加いたしました。代表選手である中学生たちの躍動する姿や、ボランティ

アとして大会を支える係生徒の姿に感動を覚えました。我が国の中学校教育の成果の一端がここに

あると実感いたしました。各種目の大会の開催に当たっては、各都道府県の中学校体育連盟はもと

より、各中学校長会からも多大なご支援をいただきました。この場をお借りして、心よりお礼申し

上げます。 

 

２月の各教育関連団体の活動について 

２月に各教育関連団体等の活動について、以下のとおり参加しておりますので参考までに紹介さ

せていただきます。 

名    称 開催日 出席 

中体連全国中学校体育大会スケート競技大会 ２月 １日（土）～３日（月） 会長 

小学校長のための教育カウンセリング・オン

ラインセミナー（NP0 日本教育カウンセリン

グ協会） 

２月 １日（土） 会長、総務部長、

総務副部長、幹事 

第 78回全日中東京大会第２回運営委員会 ２月 ４日（火） 会長、事務局長、

事務局次長 

国立高専教員顕彰選考委員会 ２月 10日（月） 会長 

中体連第２回全国大会対策委員会（東京体育館） ２月 12日（水） 会長 

中体連第３回常務理事会（産業プラザ PIO） ２月 14日（金） 会長 

全日中事務担当者会 ２月 14日（金） 会長、事務局長、

事務局次長 

中教審教育課程企画特別部会（２回） ２月 17日（月） 会長 

中教審初等中等教育部会（148回） ２月 18日（火） 会長 

中教審総会（141回） ２月 21日（金） 会長 

中教審教員養成部会（147回） ２月 25日（火） 会長 

中教審教育課程企画特別部会（３回） ２月 28日（金） 会長 

 

https://zenchuu.jp/

